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災害時や障がい者への支援にも繋がると思った
から。

目的

動機

話した声をモールス信号に変換させる。



関連研究（既存研究）

 「End-to-End 音声認識モデルの圧縮」 森 巧磨、2018年
奈良先端科学技術大学院大学

 「Morse Machine」

https://morsecode.world/international/machine.html

https://naist.repo.nii.ac.jp/record/8464/files/R014530.pdf
https://morsecode.world/international/machine.html


実行環境

⚫Jupyter Lab

TensorFlow

Librosa、Pyaudio、sounddevice

GRU、CNN

- Python

⚫データセット
 JVS（日本語多言語音声）コーパス



研究概要

音声入力

正規化

ノイズ除去

窓関数（ハミング窓）

短時間フーリエ変換
（STFT）

メル周波数スペクトル

係数（MFCC）

データのスケーリング

GRU, CNNによる

文章の生成（カナ）

モールス信号生成



結果（例）

音声入力

（アリガトウ）

－－・－－ －－・

・－・・ ・・ ・・－・・ ・・－



現在の進捗



研究計画

7 8 9 10 11 12 1

プログラム作成

動作検証

論文作成
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